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面面面面面面面面
土
浦
〓
愚
校
歌

堀
　
越
　
　
　
告
　
作
詞

尾
　
崎
　
棺
　
馬
　
作
曲

一
、
沃
野
一
望
数
百
里
　
関
八
州
の
重
鎮
と
て

そ
そ
り
立
ち
た
り
筑
波
山
　
空
の
碧
を
さ
な
が
ら
に

湛
え
て
寄
す
る
漣
波
は
　
終
古
漁
ら
ぬ
電
浦
の
水

二
、
春
の
弼
生
は
桜
川
　
其
の
源
の
香
を
載
せ
て

流
に
浮
ぶ
花
筏
　
麓
の
枯
葉
に
秋
立
て
ば

渡
る
雁
声
冴
え
て
　
湖
心
に
壱
む
や
月
の
影

三
、
此
の
山
水
の
美
を
享
け
て
　
我
に
寛
雅
の
度
量
あ
り

此
の
秀
麗
の
気
を
享
け
て
　
我
に
至
誠
の
精
神
あ
り

東
国
男
児
の
血
を
享
け
て
　
我
に
武
勇
の
気
晩
あ
り

四
、
筑
波
の
山
の
い
や
高
く
　
霞
ケ
浦
の
い
や
広
く

鳴
呼
　
桜
水
の
旗
立
て
て
　
我
が
校
風
を
輝
か
せ

亀
城
一
千
の
健
男
児
　
亀
城
一
千
の
健
男
児

－
目
　
　
次
－

2
面
　
会
長
あ
い
さ
つ

学
校
長
あ
い
さ
つ

3
面
　
平
成
2
6
年
度
総
会
報
告

新
任
職
員
紹
介

卒
業
6
0
周
年
記
念
同
窓
会

4
面
　
卒
業
5
0
周
年
記
念
同
窓
会

卒
業
4
0
周
年
記
念
同
窓
会

卒
業
2
5
周
年
記
念
同
窓
会

恩
師
を
訪
ね
て

卒
業
生
レ
ポ
ー
ト
⑲

支
部
会
・
同
期
会
だ
よ
り

お
知
ら
せ
・
紀
行
文

母
校
だ
よ
り
　
職
員
室
だ
よ
り

部
活
動
報
告

進
路
状
況
報
告
等

平
成
2
5
年
度
決
算
報
告
等
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同
窓
会
会
長
あ
い
さ
つ

幡
　
谷
　
浩
　
史

（
高
4
卒
・
併
2
）

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
機
嫌
よ
く
お
過
し
の
事
と
ご
推
察
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
共
、
当
会
運
営
に
対
し

深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
は
四
季
が
は
っ
き
り
と
し
た
国
だ
と

言
わ
れ
て
お
り
、
春
夏
秋
冬
の
移
り
変
わ
り

を
楽
し
め
る
自
然
も
豊
富
に
有
し
て
い
ま

す
。
富
士
山
を
始
め
多
く
の
地
域
に
於
い
て

世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
、
最
近
で
は
富

岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
が
産
業
遺
産
と

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
維
持
管
理
を
堅
実

に
続
け
た
事
が
評
価
さ
れ
た
と
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
我
が
母
校
は
、
建
築
後
約
1
2
0
年
を

経
過
し
、
3
・
1
1
や
幾
多
の
自
然
災
害
に
耐

え
て
来
ま
し
た
が
、
経
年
に
よ
る
老
朽
化
を

止
め
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
数

年
来
、
文
化
庁
、
県
当
局
と
改
良
工
事
の
折

衝
を
続
け
、
そ
の
結
果
、
母
校
1
2
0
周
年

行
事
の
一
環
と
し
て
推
進
事
業
に
組
み
入
れ

ら
れ
る
ま
で
に
進
捗
し
、
同
窓
会
と
し
て
は

安
堵
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
同
時

に
、
∬
負
担
金
捻
出
等
の
対
策
を
講
じ
て
お

り
ま
す
が
、
同
窓
会
の
皆
様
に
も
ご
支
援
を

賜
り
、
目
標
達
成
を
目
指
し
周
年
行
事
と
し

て
の
成
功
に
向
け
て
誠
意
努
力
い
た
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
随
時
評
議
員
及
び
学
年
幹
事
さ
ん

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
の
本
来
の
事
業
は
、
会
員

相
互
O
B
会
の
充
実
親
睦
交
流
を
図
る
事
、

在
校
生
へ
の
部
活
支
援
や
そ
の
他
施
設
援
助

等
多
岐
に
亘
っ
て
い
ま
す
。
本
年
も
継
続
事

業
と
し
て
海
外
派
遣
研
修
会
を
実
施
し
、
若

人
が
海
外
で
活
躍
す
る
姿
を
見
る
事
で
生
徒

自
身
が
　
『
大
志
』
を
抱
く
事
を
願
っ
て
い
ま

す。
少
子
高
齢
化
は
急
速
に
進
み
、
最
近
の
報

道
に
よ
る
と
茨
城
県
内
の
小
中
学
校
の
統
廃

合
は
5
年
間
で
6
5
校
、
去
年
だ
け
で
も
1
9

校
あ
り
ま
し
た
。
空
き
家
に
よ
る
街
並
み
の

空
洞
化
、
近
隣
同
士
の
希
薄
化
が
目
立
ち
、

地
区
に
よ
っ
て
は
「
限
界
集
落
」
か
ら
「
極

限
集
落
」
と
ま
で
叫
ば
れ
る
時
代
に
突
入
し

つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
深
刻
な
問
題
が

各
業
種
で
山
積
と
な
り
、
抜
本
的
な
改
革
を

要
す
る
事
ば
か
り
で
す
。
進
修
同
窓
会
O
B

の
皆
さ
ん
の
団
結
力
が
必
要
で
す
。
是
非
と

も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、

O
B
会
の
存
在
感
を
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
甚
で
す
。

学
校
長
あ
い
さ
つ

学
校
長
　
豊
　
崎
　
利
　
明

進
修
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
部
活
動
や
生
徒
の
海
外

研
修
等
で
日
頃
よ
り
本
校
へ
の
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
校
の
生
徒
達
は
N
O
b
－
e
s
s
e
O
b
有
の
精
神
の
下
、
日
夜

「
頭
鍛
え
　
身
体
鍛
え
　
心
鍛
え
」
る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
。
本
校
で
は
勉
強
＋
部
活
十
α
（
校
外
活
型
を
勧
め
て

い
ま
す
。
＋
α
と
は
外
部
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
コ
ン
テ
ス
ト
、
公
募
等
々
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
こ
で
の
経
験
が
さ
ら
な
る
成
長
を
促
し
将
来
を
方
向

付
け
る
契
機
と
な
り
ま
す
。
た
と
え
苦
い
経
験
で
も
多
く
の

事
を
学
び
ま
す
。
今
年
は
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
が
茨

城
で
開
催
さ
れ
、
本
校
の
多
く
の
文
化
部
が
出
展
し
た
り
選

手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
物
理
実
験
部
は
全
国

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
「
い
ば
ら
き
総
文
2
0
1

4
」
に
本
校
か
ら
多
数
の
先
生
生
徒
が
実
行
委
員
と
し
て
参

加
し
全
国
の
お
客
様
を
お
も
て
な
し
し
ま
し
た
。
ま
た
牡
物

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
本
校
生
が
日
本
代
表
候
補
に
選
ば
れ
ま

した。生
徒
達
は
上
手
に
学
校
行
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
春
の

一
高
祭
（
文
化
祭
）
は
延
べ
約
6
千
人
の
来
客
を
迎
え
新
聞

社
か
ら
複
数
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
秋
の
一
高
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
歩
く
会
（
今
年
は
か
す
み
が
う
ら
コ
ー
ス
）
と
併
せ
て

本
校
の
3
大
行
事
は
常
に
生
徒
に
よ
る
企
画
運
営
が
伝
統

で
、
生
徒
実
行
委
員
達
の
ア
イ
デ
ア
が
生
か
さ
れ
て
い
ま

す。

さ
て
高
校
比
較
で
は
本
校
が
苧
違
力
あ
る
高
校
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
て
頂
く
た
め
に
、
2
年
前
か
ら
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
説
明
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
校
独
白
の
魅
力
的
な
企
画
に
S
E
G
（
海
外
研
修
）
、

企
菜
研
究
所
訪
問
、
O
B
O
G
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
東
大
研
、
医

学
研
等
が
あ
り
ま
す
。
今
年
か
ら
S
G
H
（
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
が
加
わ
り
ま
し
た
。
次
代
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
謳
う
本
校
の
趣
旨
と
合
致
す
る
こ
の
S

G
H
の
指
定
を
受
け
る
べ
く
、
昨
年
準
備
委
員
会
を
設
け
、

有
能
で
意
欲
的
な
委
員
の
先
生
方
の
努
力
と
筑
波
大
学
及
び

筑
波
銀
行
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
本
校
S
G
H
構
想
が
完
成

し
、
約
5
倍
の
兢
争
率
の
中
、
全
国
5
6
校
（
本
県
唯
一
）
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
本
校
H
P
を
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
本
校
は
定
時
制
を
併
設
し
て
お
り
ま
す
。
専
任
の
教

師
集
団
と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
生
徒
達
は
作
り
た
て

の
温
か
い
給
食
を
食
べ
、
勉
強
に
部
活
に
頑
張
り
、
克
通
全

国
大
会
に
毎
年
複
数
の
種
目
で
出
場
し
て
い
ま
す
。
本
校
で

は
成
人
特
例
入
学
の
生
徒
が
模
範
生
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
走
通
生
活
体
験
発
表
会
で
は
8
4
歳
に
な

る
本
校
生
の
発
表
が
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

今
後
も
本
校
の
役
割
を
白
党
し
、
社
会
で
活
躍
し
う
る
人

材
の
育
成
と
先
生
方
の
支
援
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。
日
頃

よ
り
温
か
い
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
同
窓
会
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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幡谷浩史会長の挨拶

中川活氏の謝辞

3－－′

ヽ

進
修
同
窓
会
総
会
開
か
れ
る

去
る
4
月
1
2
日
　
（
土
）
、
本
年
度
進

修
同
窓
会
定
期
総
会
が
、
母
校
土
浦
一

高
体
育
館
に
お
い
て
、
祝
賀
周
年
卒
業

生
等
を
含
む
約
4
0
0
名
の
皆
様
の
ご

出
席
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た。

総
会
は
、
応
援
指
導
部
の
会
場
に
響

き
わ
た
る
元
気
一
杯
の
リ
ー
ド
と
吹
奏

楽
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
、
校
歌
・
応
援

歌
・
一
高
讃
歌
の
斉
唱
で
開
会
。
物
故

会
員
へ
の
黙
祷
、
幡
谷
会
長
・
豊
崎
校

長
の
挨
拶
と
続
い
た
後
、
長
瀬
副
会
長

を
議
長
に
選
出
し
議
事
に
移
り
ま
し

た
。
平
成
2
5
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

報
告
、
平
成
2
6
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
、
役
員
改
選
が
、
審
議
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
創
立
1
2
0
周
年
記
念
事
業
、
旧
本

館
校
舎
改
修
促
進
要
望
等
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
後
、
役
員
退
任
者
3
名

に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
、
同
窓
会
の
助

成
に
よ
る
第
5
回
生
徒
海
外
研
修

（
S
c
i
e
コ
C
e
E
壱
一
〇
「
e
r
S
 
G
r
O
u
p
）
（
詳

細
は
土
浦
二
品
H
P
）
　
の
代
表
生
徒
の

成
果
報
告
及
び
学
校
側
よ
り
キ
ャ
リ
ア

教
育
推
進
　
（
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
・
職
場

訪
問
等
）
に
関
わ
る
協
力
依
頼
が
あ
り
、

総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
卒
業
6
0
周
年
（
高
6
回
・

完
4
回
）
、
卒
業
5
0
周
年
（
高
1
6
回
・

完
1
4
回
）
卒
業
4
0
周
年
（
高
2
6
回
・
坪

数
3
回
・
走
2
4
回
）
、
卒
業
2
5
周
年
　
（
高

4
1
回
・
理
数
1
8
回
⊥
疋
3
9
回
）
、
卒
業

1
5
周
年
（
高
5
1
回
・
理
数
2
8
回
⊥
疋
4
9
回
）

の
節
目
を
迎
え
た
学
年
の
卒
業
周
年
祝

賀
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
1
7
回

の
堀
越
博
氏
よ
り
祝
辞
、
幡
谷
会
長
よ

り
記
念
品
贈
呈
と
続
き
、
最
後
に
高
1
6

回
の
中
川
清
氏
よ
り
周
年
招
待
者
を
代

表
し
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
会
場
を
移
動
し
、
懇
親
会

が
各
幹
事
の
お
骨
折
り
で
周
年
ご
と
や

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
美
酒
を
酌
み
交
わ
し
つ
つ
、
互

い
の
再
会
を
喜
び
合
い
、
思
い
出
話
や

近
況
報
告
等
に
花
が
咲
き
、
時
の
経
つ

の
も
忘
れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た。
卒
業
六
十
周
年
記
念
同
窓
会

高
第
六
回
　
君
山
　
良

平
成
二
十
六
年
四
月
十
二
日
は
、

我
々
第
六
回
生
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ

な
い
H
と
な
り
ま
し
た
。

校
庭
の
桜
は
数
輪
を
残
す
の
み
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
在
校
時
代
か
ら

馴
染
み
の
樺
の
大
木
が
迎
え
て
く
れ
ま

した。今
回
の
同
窓
会
に
は
、
県
内
は
も
と

よ
り
北
は
仙
台
、
南
は
鹿
児
島
か
ら
総

勢
八
十
余
名
が
参
集
し
ま
し
た
。
受
付

開
始
時
刻
の
は
る
か
前
か
ら
三
々
五
々

集
ま
り
始
め
、
本
館
前
の
広
場
は
ま
る

で
野
外
パ
ー
テ
ィ
の
雰
囲
気
を
呈
し
て

い
ま
し
た
。

式
典
前
に
旧
本
館
を
背
景
に
記
念
撮

影
を
行
い
ま
し
た
が
、
皆
元
気
な
表
情

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
昼
食
は
、
学
校

の
厚
意
で
お
借
り
し
た
教
室
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
時
の
教
室
と
は
随
分
様

変
わ
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
六
十
年
前

を
思
い
出
し
、
皆
感
慨
深
げ
で
し
た
。

同
窓
会
総
会
と
周
年
祝
賀
式
は
、
体

育
館
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
役
応

援
団
の
勇
壮
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
吹

奏
楽
部
の
演
奏
は
、
式
典
会
場
の
雰
囲

気
を
和
ま
せ
る
す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
し

た。
午
後
四
時
か
ら
市
内
の
ホ
テ
ル
で
祝

賀
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
が
、
前
回
ま

で
ご
参
加
い
た
だ
い
た
先
生
方
が
い

ら
っ
し
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
長
い
星

霜
を
感
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
席

で
遠
方
よ
り
参
加
の
塚
田
昇
君
と
竹
内

信
好
君
に
故
郷
を
思
い
出
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
霞
ケ
浦
名
物
の
帆
船
の
置

物
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
次
い
で
ホ
テ
ル

別
室
で
の
二
次
会
に
移
り
ま
し
た
が
、

出
席
者
の
三
分
の
二
近
く
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
後
、

大
林
三
樹
君
の
リ
ー
ド
で
「
青
春
時
代
」

を
合
唱
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
主
催
の
こ
の
集
い
は
、
今
回
を

も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

も
形
を
変
え
集
い
の
機
会
を
持
ち
た
い

と
い
う
多
く
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
六
〇
年
間

見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
学
校
当
局
の
ご

配
慮
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
進
修
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

∩

鳳
副
校
長
　
倉
持
　
正
男

8
年
ぶ
り
2

度
目
の
勤
務
に

喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。
進
修
同
窓
会

か
ら
与
え
ら
れ

た
役
目
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
頭
　
猿
田
　
渉

今
年
度
四
月

ト
に
赴
任
し
ま
し

↓
本
校
に
お
世
話

に
な
る
の
は
今

た
猿
H
で
す
。

回
で
二
度
目
で
す
が
、
進
修
同
窓
会
の

皆
様
の
母
校
に
対
す
る
熱
い
思
い
を

日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。

土
浦
〓
日
向
発
展
の
た
め
、
微
力
な
が

ら
全
力
で
取
り
組
ん
で
ゆ
く
所
存
で
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。

教
頭
　
佃
　
敦
之

4
月
よ
り
お

′
世
話
に
な
っ
て

ヰ
お
り
ま
す
。
進

修
同
窓
会
の
皆

様
の
真
聾
か
つ

熱
心
な
活
動

に
、
日
々
敬
意
と
感
謝
を
覚
え
て
い
ま

す
。
伝
統
あ
る
本
校
の
た
め
に
、
微
力

な
が
ら
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。
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法
は
、
稚
開
校
に
合
格
で
き
る
英
語
力

養
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
世
界
で
活

躍
で
き
る
国
際
人
養
成
へ
つ
な
が
っ
て

い
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

英
語
科
職
員
室
は
、
本
棟
と
特
別
棟

を
つ
な
ぐ
二
階
渡
り
廊
下
沿
い
に
あ
り

ま
す
。
本
棚
に
は
、
昭
和
4
0
年
代
か
ら

の
　
「
全
国
大
学
人
試
問
題
正
解
」
　
（
旺

文
社
）
　
が
陣
睨
（
へ
い
げ
い
）
　
し
、
各

先
生
方
の
机
上
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
、

1
P
 
a
d
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ピ
ー
カ
ー

が
並
び
、
新
旧
の
主
役
が
一
同
に
会
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
、
文
科
省
か
ら
S
G
H

（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）
　
の
指
定
を
受
け
、
英
語
に
特
別
な

関
心
を
寄
せ
る
生
徒
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

日
々
邁
進
し
て
い
ま
す
。

弓
道
部
2
年
H
組
　
永
野
さ
お
り

創
立
半
世
紀
を
迎
え
る
弓
道
部
は
、

二
年
生
十
七
名
と
一
年
生
二
十
名
、
計

三
十
七
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
練
習
の
中
で
は
、
一
人
一
人

の
射
技
の
向
上
と
課
題
の
克
服
を
心
が

け
て
弓
道
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
他
校
と
の
練
習
試
合
や
合
宿
を

行
い
、
大
会
で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

特
に
、
春
と
夏
に
進
修
記
念
館
で
行
う

恒
例
の
合
宿
は
、
一
日
中
弓
に
触
れ
、

普
段
の
部
活
動
よ
り
も
多
く
の
時
間
を

集
中
し
て
練
習
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
実
力
向
上
の
た
め
の
貴
重
な

機
会
で
す
。
昼
も
夜
も
同
じ
空
間
で
同

じ
時
間
を
共
有
す
る
た
め
、
部
員
同
士

の
絆
と
信
頼
関
係
も
強
く
な
り
ま
す
。

他
校
と
の
練
習
試
合
は
、
公
式
戦
さ
な

が
ら
の
緊
張
感
の
中
で
行
う
の
で
、
己

の
技
量
を
正
確
に
測
る
こ
と
が
で
き
、

癖
や
弱
点
の
発
見
に
繋
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
練
習
の
成
果
が
現
れ
、

我
が
弓
道
部
は
、
こ
の
二
年
間
で
、
関

東
行
き
の
切
符
を
連
続
し
て
三
回
手
に

し
て
き
ま
し
た
。
団
体
戦
で
一
回
、
個

人
戦
で
二
回
で
す
。
こ
の
勢
い
を
途
絶

え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
大
き
な
も

の
に
し
て
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
が
部
と
し
て
の
目
標
で
す
。

現
在
の
弓
道
部
を
支
え
て
い
る
の

は
、
昨
年
赴
任
さ
れ
た
顧
問
の
門
井
寿

通
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
　
「
射
則

生
活
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉

に
は
　
「
弓
道
の
稽
古
は
、
そ
の
ま
ま
人

生
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
普
段
の
生

活
か
ら
弓
道
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り

を
持
ち
、
礼
節
を
忘
れ
ず
、
何
事
に
も

真
剣
に
取
り
組
む
こ
と
と
、
部
活
動
を

通
し
て
、
各
自
が
自
分
の
生
き
方
に
其

聾
に
向
き
合
い
、
人
と
し
て
成
長
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
、
日
々
精
進
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
ご
指
導
ご
鞭
桂
の
ほ
ど
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
六
月
の
一

高
崇
で
は
、
旧
本
館
後
ろ
の
弓
道
場
に

て
、
未
経
験
者
を
対
象
と
し
た
弓
道
体

験
と
い
う
催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

来
校
の
折
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ

さい。

・
個
人
戦
3
回
戦
進
出
　
二
団
体
戦

予
選
リ
ー
グ
2
位

最
近
の
定
時
制
の
様
子

・
「
土
浦
二
品
完
時
制
が
県
内
の
ト
ツ

フ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
た
め
に
」
。

・
「
地
域
の
生
涯
学
習
機
関
の
役
割
を

十
分
に
果
た
す
た
め
に
」
。

以
上
の
職
責
を
果
た
す
べ
く
、
私
た

ち
定
時
制
教
職
員
は
日
々
仕
事
に
励
ん

で
い
ま
す
。
今
年
度
4
月
か
ら
現
在
ま

で
の
教
育
活
動
の
い
く
つ
か
を
振
り
返

り
ま
す
。

1
　
定
時
通
信
制
大
会
で
の
主
な
活
躍

以
下
の
と
お
り
、
生
徒
た
ち
は
今
年

度
も
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
ま
し
た
。

（
1
）
　
剣
道
部

①
茨
城
県
予
選
　
（
個
人
戦
）

優
勝
、
準
優
勝
、
第
3
位
、
第
5

位
　
1
　
全
国
大
会
に
個
人
戦
3

名
、
団
体
戦
4
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ

れ
ま
し
た
。

⑦
全
国
大
会

（
2
）
　
陸
上
競
技
部

①
茨
城
県
予
選

・
男
子
1
5
0
0
m

・
男
子
走
り
幅
跳
び

②
全
国
大
会

・
男
子
走
り
幅
跳
び
　
第
3
位

（
3
）
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

①
茨
城
県
予
選

・
男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
優
勝
、
準
優
勝

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
第
3
位

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
準
優
勝

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
準
優
勝

2
　
茨
城
県
高
等
学
校
定
時
通
信
制
生

徒
生
活
体
験
発
表
大
会
に
つ
い
て

1
0
月
4
日
　
（
土
）
、
本
校
を
会
場
に

茨
城
県
高
等
学
校
定
時
通
信
制
生
徒
生

活
体
験
発
表
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
3
学
年
　
吉
田
郷
里
さ
ん

が
出
場
し
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
は
現
在

8
4
歳
で
す
。
高
齢
者
と
な
っ
て
か
ら
、

高
校
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
理
由
や
「
学
ぶ
こ
と
の
意
義
」
に
つ

い
て
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
茨
城
新

聞
社
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
多
く
の
人

た
ち
に
深
い
感
銘
を
与
え
る
ス
ピ
ー
チ

で
し
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
茨
城
新

開
、
常
陽
新
開
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

3
　
広
報
活
動
の
活
発
化

地
域
社
会
に
定
時
制
教
育
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
、
今
年
度
よ
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
こ
ま
め
に
更
新
す
る
こ
と

を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
中
学

生
向
け
に
　
「
土
浦
〓
筒
定
時
制
だ
よ

り
」
を
発
行
し
、
定
期
的
に
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
校
定
時
制
は
、
日
々
魅
力
あ
る
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
地
域
か

ら
ま
す
ま
す
愛
さ
れ
る
土
浦
〓
菌
定
時

制
の
実
現
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

職
員
一
同
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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私立大学

平成26年度入試合格状況

国公立大学

大　学 � �合格者 �新　卒 

青山学院大 � �21 �9 

学　習　院　大 � �6 �4 

慶　応　大 � �40 �10 

国際基督大 � �3 �3 

上　智　大 � �25 �8 

中　央　大 � �45 �23 

津　田　塾　大 � �1 �1 

東京女子大 � �5 �5 

日本女子大 � �22 �18 

東京理科大 � �113 �24 

明　　治　大 � �73 �22 

立　教　大 � �27 �15 

早　稲　田　大 � �86 �19 

法　政　大 � �29 �16 

北　里　大 � �6 �1 

芝　浦　工　大 � �31 �5 

日　本　大 � �23 �16 

同　志　社　大 � �4 �2 

立　命　館　大 � �4 �1 

そ　　の　　他 � �143 �94 

私　立　大　計 � �707 �296 

合格者総数 � �896 �389 

大　学 �合格者 �新　卒 

名　古　屋　大 �2 �1 

名古屋工大 �1 �1 

三　重　大 �1 �1 

京　都　大 �6 �1 

京都工芸繊維大 �1 � 

大　阪　大 �2 �1 

神　戸　大 �2 �1 

奈良女子大 �1 �1 

山　　口　　大 �1 � 

九　州　　大 �1 �1 

佐　賀　　大 �1 � 

大　分　大 �1 � 

鹿屋体育大 �1 � 

琉　球　大 �1 � 

福島県立医科大大 �2 � 

高崎経済大 �1 �1 

首都大東京 �1 �1 

名古屋市立大 �2 � 

大阪市立大 �1 � 

岡山県立大 �1 �1 

国公立大計 �189 �93 

（うち医学科） �17 �4 

＊新卒は内数です

大　学 �合格者 �新　卒 

北　海　道　大 �5 �1 

岩　手　大 �1 � 

東　北　大 �20 �11 

山　形　大 �3 �2 

茨　城　大 �9 �8 

筑　波　大 �53 �33 

宇　都　宮　大 �1 � 

群　馬　大 �2 � 

埼　玉　大 �4 �2 

千　葉　大 �13 �5 

お茶の水女子大 �3 �3 

東　京　大 �21 �8 

東京医科歯科 �1 �1 

東京海洋大 �1 � 

東京外語大 �6 �2 

東京学芸大 �2 �2 

東京芸術大 �1 �1 

東京工業大 �5 � 

東京農工大 �4 �2 

横浜国立大 �2 �1 

富　　山　大 �1 � 

信　州　　大 �1 � 

平
成
二
十
六
年
度
入
試
報
告

東
大
・
京
大
・
東
工
大
3
2
名

東
大
2
1
名
で
2
0
名
台
を
キ
ー
プ

筑
波
大
5
3
名

進
路
指
導
部
長
　
木
村
　
幸
彦

平
成
2
6
年
度
入
試
は
、
受
験
人
口
の

減
少
に
と
も
な
い
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の

志
願
者
数
も
減
少
と
な
り
、
国
公
立
志

願
者
の
母
集
団
自
体
が
縮
小
し
た
。
ま

た
、
旧
課
程
に
よ
る
最
後
の
入
試
と
い

う
こ
と
も
加
わ
り
、
昨
年
（
セ
ン
タ
ー

試
験
難
化
）
　
と
は
別
の
理
由
で
、
全
国

的
に
は
弱
き
な
出
願
傾
向
が
み
ら
れ

た。

セ
ン
タ
ー
試
験
志
願
者
数
は
、
約

5
6
万
人
で
、
前
年
度
よ
り
約
1
2

0
0
0
人
の
減
少
で
あ
っ
た
。
国
公
立

の
志
願
倍
率
は
4
・
7
8
倍
　
（
国
立

4
・
3
4
、
公
立
6
・
5
4
倍
）
　
で
、

前
年
度
の
4
・
8
4
倍
よ
り
や
や
低
下

し
た
。
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
、

受
験
人
口
自
体
の
縮
小
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
国
公
立
大
学
の
人
気
自
体
は
大

き
く
変
化
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
少
子

化
等
の
影
響
で
　
「
無
理
せ
ず
、
よ
り
確

実
に
、
あ
る
い
は
地
元
に
」
と
い
う
安

全
志
向
・
地
元
志
向
は
継
続
し
て
い

る
。
学
部
系
統
別
で
は
、
文
系
で
は
、

教
員
養
成
・
教
育
、
外
国
語
が
減
少
。

人
文
は
、
や
や
減
。
法
は
、
微
減
で
前

年
度
並
。
理
系
で
は
、
増
減
は
少
な
く

前
年
度
並
。
「
文
低
理
高
」
　
の
傾
向
は

持
続
し
て
い
る
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
の
発
表
に
よ

る
と
、
昨
年
平
均
点
が
大
き
く
ダ
ウ
ン

し

た

数

学

I

A

は

、

＋

1

0

・

1

と

ア
ッ
プ
し
た
が
、
国
語
は
、
さ
ら
に
ダ

ウ
ン
し
過
去
最
低
と
な
っ
た
　
（
平
均
点

9
8
・
7
）
。
本
校
生
の
平
均
点
は
、

文
系
が
6
3
8
・
4
点
　
（
昨
年
比
－
2

2
・
9
点
）
、
理
系
が
6
6
5
・
2
点

（
昨
年
比
1
1
・
0
点
）
　
で
、
文
系
理

系
と
も
思
う
よ
う
に
伸
び
な
か
っ
た

が
、
全
国
的
な
傾
向
に
反
し
、
例
年
通

り
、
第
一
志
望
　
（
主
に
難
関
国
立
大
）

に
挑
戦
し
た
生
徒
が
多
か
っ
た
。
こ
の

た
め
、
現
役
合
格
率
は
、
や
や
低
か
っ

た
。
次
年
度
に
期
待
し
た
い
。

今
春
の
入
試
結
果
に
つ
い
て
、
主
な

も
の
を
挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ

る。

東
京
大
学
2
1
名
　
（
新
卒
8
名
）

京
都
大
学
6
名
　
（
新
卒
1
名
）

東
工
大
学
5
名
　
（
新
卒
0
名
）

東
北
大
学
2
0
名
　
（
新
卒
1
1
名
）

筑
波
大
学
5
3
名
（
新
卒
3
3
名
）

国
公
立
大
医
学
科
1
7
名
（
新
卒
4
名
）

東
大
は
昨
年
度
2
4
名
、
今
年
度
2
1
名

と
3
名
減
少
し
た
が
、
な
ん
と
か
2
0
名

台
を
キ
ー
プ
し
た
。
内
訳
は
、
現
役

で
、
文
一
に
1
名
、
文
三
に
3
名
と
4

名
が
合
格
し
た
。
理
系
は
理
科
一
に
3

名
、
理
科
二
に
1
名
で
あ
っ
た
。
残
念

な
が
ら
、
後
期
日
程
で
は
合
格
者
は
で

な
か
っ
た
。
近
年
、
東
大
を
は
じ
め
と

す
る
難
関
大
へ
の
現
役
合
格
は
、
や
や

厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
外
部
環
境
の
変
化
も
ふ
ま
え
、
よ

り
一
層
の
学
習
指
導
・
進
路
指
導
の
充

実
が
必
要
で
あ
る
。
地
元
筑
波
大
は
、

5
3
名
が
合
格
。
昨
年
よ
り
1
1
名
増
加
、

東
北
大
は
2
0
名
で
、
1
名
増
加
し
た
。

総
じ
れ
ば
、
難
関
国
公
立
大
を
目
指
す

姿
勢
を
崩
さ
ず
に
に
健
闘
し
た
と
い
え

る。
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平成26年度　進修同窓会予算書
収入総額　　　12，470，000円

支出総祈　　　12，470，000円

差引残部　　　　　　　　0円
【1収入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eiも位　円

耳i　F】 ��������千舅：蕾 �前年度子持餅 �比較残翫（△） �備　　考 l 

1 �て �1　　ノ」ヽ　　1！ ���助 ���1．000．000 �1，200．∩（）∩ �△2（肌n〔）n �汽ネ �∴封㌫＿箕′ ���二．1＝ 

2 �こく　11L ���行 ��� �3．・100．000 �3JiOO．000 �0 �ィウニニ事 �印札　送斧 ��� 

3 �コ � �� ��� �200．000 �15〔）．nnO �50．000 �切 �．はがき－ ��� 

il � � �己な品当■～ �����250，000 �250．000 �0 �フこく � ��ホルダー 

こ） � �岩上・ � �‾‾1 �晶舘 ���1．000，αX） �1．000．000 �0 �7ごて ‾† �周Ji ��記念品 

6 � � �� ��� �700．000 �500．000 �2α1．000 �役Ji会． ���議‖会等謹椚 

／ � � � � � �� � �・100，0（氾 �0 �支部会紺 ���助 

只 � � � �「 �リ　ブ【～ ��� � �0 �生托全音．≡ ��軌生沌会活動功労1て 

9 � �二子， �1‾舌打 � �那’～ ��� � �n � 

10 �～∫ � �；桔 �� �� �0 �n �（） � 

11 � �弔　　r ����� �100．000 �100．000 �0 � 

12 � � �局　H �����1，000肌）0 �1．000．000 �0 �担 �七二二 �当．酎吏 ���許手鋸‘持 

13 � �】： �17活用串 ���㌘ ��810，000 �810，000 �（） �ヨ �た内 �誤のとお ��� 

14 � �タ �研作方 ���‡て �� �500，000 �0 �生 � ���� 

15 � � � �鍾Ⅲ描 ����0 �n �0 � 

tバ � �棒鼎裾．騨描潤 ������ � �△200，000 �改侍促進事業 

17 �予 ���l　門 ����31qn〔∩ � �19．0〔10 � 

／ゝ ����汁 ���� � �△131．nnn � 

：‡】jl日lHjの流用を認める。

上目己のとおり揖笑いたします。

平成26年1月12目

許胤【．†立上浦弟一丁古1・；二言投光†．封■IJ窓会会艮　椿谷　浩史

平成25年度　進修同窓会決算書
収入総統　　　12，754，031円

支H認許　　　10，094，413円

差引残額　　　　2，659，618円（平成26年度へ繰越）

中位　円

耳i　臼 ����� � �� � �竹　JJ 

1 � �越　　1 �� � �2，79（）．1 ��8 �0 �前軋熔■簑越仝 

2 � �身　会　ぎ �� �60，0（鳩 �183．000 ���123．00〔〉 �6名 

3 �年　　会　1’ ��� �8．000．000 � ���∠ゝ133．000 �2．399名 

Ji �入　　会　　ニー ��� � �1．675．α）0 ���△75．000 �嘉子会員‾i■こ汁335名×5悌0円 

5 � � ���0 �0 ���0 � 

6 � �付 �� �0 �238，000 ���238．000 � 

／ �十 �収　　入 ���1・12 �173 ���31 �甜金利息 

ノ ���iit �� �12．／ �1，031 ��153，031 � 

斜廿昔名 ��fJi35吼1■潤！12同年 ��三生ご一r■11相より 

＃i　目 �������予諒箱 �決封二頚 � �樟 ��� 

1 � �会・有．！i助 �����1．200．000 � � � �l〔 �ノ」 �JL′ 

2 � �三■ざま　克　行 ���� �3．・100，000 �3．298．560 �101．・1・10 �ノた、 � �，党 � 

3 � �倍　　賞 �����150．000 �66．184 �83．816 �切 �．はがき 

Jl �十 � �� ��� �206．098 �▲13．902 �フナr �．’三日】 �ルダー 

5 �1■ � ��‾〔】／「 �∩門 �� � �0 �辛 �情 �記念品棋立 

6 � � ��1 �� �5n〔）．nnr） � � �役 �ノゝ �．昔日会寺門 

／ � ��� �1 � �▲100，000 �2‘10，000 � �支 �；会7．でJ � 

8 �生　徒 ���r �1 � � �1．200，000 �3〔JO．00∩ �丑 �筐会才．！l � 

9 � �徒清 ��十 �】力宝 � �1，000，00（） �671．296 �328．70－1 �各 � 

10 �ぢ �迂∵机 ��� � �0 �n �0 � 

11 � �弔 ���� �100．000 � � �呑キ �l �11⊥ 

12 � � �‡f．‾8　1「 ��� �1，000．000 �843，853 � �担当苦手 �� 

13 � �†：圭 �l■浦川 �� � �810．000 �6（隠716 � �牛払吼 �� 

1‘1 �ゴ �外得 ��／：k �粥 �� � � � ��相性都封で 

15 �／ �二律1－占 �■パ �‡刀鋸で ���0 �0 �0 � 

16 � �本 �jて改 �是三一蛸で ���5nn．nnn � � �県外文化財祝祭 

17 �予 ���j　　ユ？ ���291．000 �0 �291．000 � 

／ゝ ���� ���12．601，000 � � � 

上記のとお　決舅しました。

平成26年3月311］

茨ゴ′封1．HL†二川ちlニ　ート▲Ji▲、・鍔二㍑牒謹伸一は会会に　ほ谷　浩史

監寮の言．t識＝二記のとおり猫・箋ないことを認めます♪

平成26年3月31日

諏佃倉大字鈴的鈴堀谷㌶長音山
訪　　　　　田
原　持壕川木葉木越中永戸山田

致正催仁志　義　見遣　和！逢

哲之男司郎郎茂人博雄也琴義士

■
葎
■
川
■
粛

郎
作
力

士
尖
お

木
立
井

龍
足
松

H
「
一
日
J
H
l
一

巴
軒
数

平
成
二
十
七
年
度
進
修
同
窓
会
総
会
の
御
案
内

次
年
度
進
修
同
窓
会
・
卒
業
周
年
記
念
祝
引
式
は
、
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

二
価
笛
H
　
平
成
二
十
七
年
四
月
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時
～

二
、
場
所
　
土
浦
第
一
砧
等
学
校
体
育
館

卒

業

周

年

記
念
祝
賀
式

卒
業
6
0
周
年
　
高
7
回
、
定
5
回

卒
業
5
0
周
年
　
高
1
7
回
、
走
1
5
回

卒
業
4
0
周
年
　
高
2
7
回
・
理
4
回
、
走
2
5
回

卒
業
2
5
周
年
　
高
4
2
回
・
理
1
9
回
、
走
4
0
回

卒
業
1
5
周
年
　
高
5
2
回
・
理
2
9
回
、
走
5
0
回

一
般
会
員
・
周
年
記
念
該
当
会
員
の
数
多
く
の
方
が
母
校
の
門
を
く
ぐ
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
費
納
入
の
ご
協
力
と
お
願
い

平
成
二
十
五
年
度
会
釈
納
入
状
況
は
、
二
四
〇

五
名
の
皆
種
方
か
ら
八
〇
五
万
円
を
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
て
会
砦
は
、
各
望
讃
盲
に
充
て

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

進
修
同
窓
会
規
則
（
抜
粋
）

第
士
一
条
　
本
会
の
総
門
は
第
十
条
の
入
会
金
、
年

会
墾
終
身
会
釈
及
び
望
心
据
付
金
を
以
て
充
て
る
。

一
、
年
会
粥
は
、
六
年
冒
以
降
は
、
三
千
円
以
上
と
す
る
。

二
、
終
身
会
釣
は
、
三
万
円
以
上
と
す
る
。

編
　
集
　
後
　
記

▽
衣
試
写
門
盲
、
こ
こ
連
t
m
の
「
荘
朕
な
蝕
の
あ
る
旧
本
絹
」
か
ら
、
今
‥
ケ

ほ
「
野
球
応
は
や
一
㍍
板
に
川
州
動
す
る
現
役
生
」
に
変
え
ま
し
た
。
圧
巻
フ
ォ

ト
は
、
母
杜
の
一
帖
の
妙
が
鋭
く
と
ら
え
ら
れ
、
私
た
ち
の
心
に
訴
え
か
け
て

き
ま
す
∩
▽
今
年
3
月
に
土
浦
一
㍍
が
文
科
省
よ
り
S
G
H
（
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
ハ
ル
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
）
の
指
完
を
受
け
ま
し
た
。
全
回
の
亜
み
い
る
有
名
高
2
4
6
校

〈
茨
城
県
内
8
校
を
含
め
、
国
立
1
C
校
・
公
立
1
1
7
校
・
私
立
1
1
9

校
）
が
応
藍
し
、
指
定
さ
れ
た
の
は
5
6
校
（
県
内
は
本
校
の
み
）
。
こ
れ
を
神
み

と
し
て
、
り
校
が
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
関
っ
て
や
み
ま
せ
ん
r

▽
今
年
は
、
訂
色
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
開
発
し
た
赤
り
坤
天
野
笹
中

村
膵
一
■
の
日
本
人
3
致
技
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
に
砕
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の

中
に
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
候
補
者
に
名
を
連
ね
る
方
が
い
る
と
開
き
、
来
年
以

降
の
発
表
を
胸
飾
ら
せ
て
待
ち
症
が
れ
る
次
弟
で
す
。

▽
崇
1
1
0
年
を
迎
え
る
旧
不
純
っ
明
治
期
の
洋
凧
建
蓑
の
粋
を
航
め
、

腋
か
な
学
び
の
空
問
が
広
が
る
成
谷
は
多
く
の
人
を
些
1
し
、
ド
ラ
マ
称
の
ロ

ケ
地
と
し
て
、
冨
ひ
さ
ま
≡
N
H
K
T
V
）
、
「
長
谷
川
町
子
物
語
≡
フ
ジ

T
V
）
仲
。
．
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
今
秋
は
ヲ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
！
石
闇
純
一

福
≡
N
H
K
T
V
三
若
者
た
ち
2
0
1
4
－
ラ
ジ
T
V
）
の
損
㌶
現
場
に
な

り
ま
し
た
。

▽
旧
本
舘
改
植
工
邪
と
創
・
▲
凡
1
2
C
周
年
記
念
ポ
業
作
業
が
来
年
任
か

ら
木
棺
化
し
て
い
き
ま
す
。
改
作
工
婁
」
は
尾
根
ス
レ
ー
ト
瓦
復
帰
、
甜
㌫
輔

線
等
が
中
心
に
進
め
ら
れ
、
記
念
車
乗
守
は
旧
本
絹
改
修
工
弔
、
記
念
式
典

開
催
、
記
念
誌
発
行
等
が
計
削
さ
れ
て
い
ま
す
ご
」
札
に
伴
い
、
進
伯
同
窓
会

は
叫
＝
勃
l
金
活
動
古
痛
め
る
予
峯
し
す
。
幣
杵
方
に
は
何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

▽
本
会
祁
て
は
「
卒
業
生
」
レ
ポ
ー
ト
の
他
に

各
賢
し
活
紺
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
の
小
け
精
文

等
掲
弛
し
て
い
ま
す
。
同
窓
会
那
覇
局
（
土
浦
一

色
ま
で
紹
介
付
。
の
ご
一
拍
を
い
た
だ
け
れ
ば
率

い
で
す
。
今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
来
年
も
会
H

各
位
の
こ
多
事
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

口
　
　
口
　
　
u

進
帽
同
窓
会
会
報
7
1
号

発
行
日
　
平
成
二
十
六
年
十
■
一
月
一
日

会
祁
編
集
委
‖

編
集
安
［
日
長


